
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8100520004MM/20090403

( 科目コード：8100520004MM)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】機械工作法
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・4 年次
【担当教員】

下田 祐紀夫

【授業目標・教育方針】
３年次の機械工作法では、切り屑を出す切削加工と研削加工を学んだ。
この授業では主として切り屑を出さない次の加工法について学ぶ。
(1) 鋳造法、溶接法の加工原理と特徴、問題点と対策を理解する。
(2) 塑性加工法、精密加工法、特殊加工法の加工原理と特徴、問題点と対策を理解する。

【授業概要】
前期は、鋳造法と溶接法を学ぶ。鋳造法と溶接法の共通点は、金属の溶解と冷却により、残留応力、変形、気泡巣等
が発生し、機械的性質が低下することにある。それぞれの対策についても学ぶ。後期は、塑性加工法、精密加工法、
特殊加工法を学ぶ。塑性加工は、切り屑を出さず無駄がなく、機械的性質も高く、加工速度も速いことが特徴である。
精密加工は、超仕上げやホーニング加工の原理と特徴を学ぶ。特殊加工は、切削加工・研削加工では加工できない硬
い工作物や高精度加工ができる。放電加工、レーザ加工、プラズマ加工、超音波加工、電気化学加工、電解研磨、化
学加工等について学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書　朝倉健二・橋本文雄、「機械工作法Ⅰ」、共立出版社
　　　　朝倉健二・橋本文雄、「機械工作法Ⅱ」、共立出版社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
各加工法で加工した部品や製品を提示するなど、具体的な事例を上げながら講義する。また、ウルトラクリーン加工
や高精度加工といった最先端の機械加工技術についても説明する。

【メッセージ】
ＣＤ、ＤＶＤ、携帯電話など最先端の新製品は、高精度の加工ができるようになったから実用化できた製品である。
加工技術は、技術発展の基盤技術と云える。加工技術は、地味であるが、縁の下の力持ちとして、多くの業界から、
常に要望の高い技術となっている。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：22.5%，期末試験：22.5%，レポート：5%
［後期］中間試験：22.5%，期末試験：22.5%，レポート：5%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
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【授業計画】（授業名：機械工作法）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 鋳造 加工技術の課題と先端技術 課題

第 2 回 鋳造 金属の溶解と凝固、気泡巣
第 3 回 鋳造 不純物の除去、金属収縮、鋳造の特徴
第 4 回 鋳造 模型、砂型の製作、砂の管理、鋳造方案
第 5 回 鋳造 湯口、湯たまり、鋳込み温度 課題
第 6 回  鋳造 鋳物の熱処理・検査、シェルモールド法
第 7 回  鋳造 ロストワックス法、ダイカスト法、遠心鋳造法
第 8 回  中間試験
第 9 回 溶接 溶接の特徴と問題点
第 10 回 溶接 溶接の継ぎ手と基本形式、溶接不良
第 11 回 溶接 溶接部の組織、余熱、後熱
第 12 回 溶接 アーク溶接 , アーク溶接機 , 高周波アーク溶接 , 溶接作

業
第 13 回 溶接 TIG 溶接、MIG 溶接、サブマージアーク溶接
第 14 回 　　　 溶接 抵抗溶接、エレクトロスラグ溶接
第 15 回 圧接 圧接の種類と特徴、各種圧接法 課題
第 16 回 塑性加工 塑性変形、塑性加工の特徴、真応力、対数歪み
第 17 回 塑性加工 比例限度、弾性限度、降伏点、耐力、加工硬化
第 18 回 塑性加工 真応力－対数歪み線図、降伏条件
第 19 回 塑性加工 変形抵抗、変形能、相当歪み、変形抵抗
第 20 回 塑性加工 熱間加工、加工速度と塑性、静水圧効果
第 21 回 塑性加工  鍛造加工、圧延加工
第 22 回 塑性加工 引き抜き加工、押し出し加工
第 23 回 　 塑性加工 転造、せん断加工、曲げ加工、限界絞り比 課題
第 24 回 中間試験
第 25 回 精密加工  精密加工の必要性と目的
第 26 回 　　 精密加工 超仕上げ、ホーニング加工
第 27 回 特殊加工 放電加工、ワイアカット放電加工、プラズマ加工
第 28 回 特殊加工 レーザ加工、超音波加工
第 29 回 特殊加工  電解研磨、電解複合研磨 課題
第 30 回 特殊加工 化学加工 ( エッチング )、フォトエッチング
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